
協議会委員の意見

水前寺地区

①成趣園まわりを観光客が迷っており、地元の方へ訪ねてくる。日本人ならいいが、海外の方への対応は難しいところがあるので、

案内板などもう少し分かりやすい工夫が必要。

②旧体育館跡地の公園はとても綺麗に管理されており、利用しやすい。特に1周250mのコースは多くの人が利用している。

②江津湖の様子を映像でみられるようなシアター的なもの（魅力を伝えられるもの）が設置できないか。

出水地区

③水前寺地区から出水地区には電車通りを挟むので、一体感はあまり感じない。

③江津湖の様子を映像でみられるようなシアター的なもの（魅力を伝えられるもの）が設置できないか。

④年寄りからすると、トイレは洋式でないと使いづらい。

⑤ちびっこプールのところに脱衣所（施設ではなく簡易的な何か囲うものでよい）があるとよい。

⑤ちびっこプール付近の園路は石が露出しているので、砂を被せてほしい。

⑤ちびっこプール付近のトイレ等において建替えができると良いと思う。

⑤芭蕉園から上江津までの園路について、一般の人はつながっていることを知らない。児童公園あたりに分かりやすい案内板などを

設置したり、経路に花を植えて誘ったりすると良い。

⑥綺麗な水は芭蕉園辺りまでしか見られない。

⑦芭蕉園周辺はとてもきれいだが、少し階段を上がったところはうっそうとしている。より魅力を発信する必要がある。

⑧安心して通れる園路整備は必要だと思う。

⑨芭蕉苑の対岸の園路は、良い園路であるのに途中までなのでもったいない。

上江津地区

⑩ゾウさんプールは昭和３０年頃にできた。

⑩ゾウさんスベリ台も汚れているので、塗りなおすなどやってほしい。

⑩ゾウさんプールの底に藻？が堆積しているので、清掃し、ゾウさんスベリ台も綺麗に塗装しなおすと、遊び場が増え、子ども達も来

ると思う。

⑩ゾウさんプールが利活用できるといい。もう少し浅くすると子ども達が遊べる。

⑩遊び場があると子ども達は来ると思う。

⑪中村汀女さんなどの句碑があるが、あるだけで説明が不足している。

⑫上江津湖沿いの道路（生活道路）が真ん中だけ舗装している箇所もあり、雨天時、車が通るときは、歩行者が水溜りによけ

ないといけない。

⑬上江津湖は昔水深も深く、渡し舟（５円）がでていたが、現在は水深が浅くなり、舟もだせなくなっている。

⑭海とのつながりを伝える（アユとボラ）

⑮上江津の中ノ島あたり左岸側にカフェなどができるといいが、雨で浸かったりするので、飲食販売の車などが定期的に来てもらうと

いうのもいいと思う。

⑯カイツブリやカワセミが生息している環境は守ってほしい。

⑰ミサゴがここ１０年くらいで出てきた。

⑱震災復旧がまだ完了していないので、今柵や立ち入り禁止テープなどを貼っている場所の復旧をはやく進めてほしい。

⑲健康をキーワードにした整備を行う必要がある。

⑳健康器具を散歩コースの何箇所かに設置すると、散歩途中に筋トレしたりできるので良いと思う。

下江津地区

21昔、下江津の中ノ島には売店小屋があり、渡し舟で行ききしていた。

広木地区

22地元のつながりを大事にし、江津湖クリーン作戦のようなことを定期的に行うとよい。

23朝と夜ウォーキングしている人が多い。

24下江津は夏暑いので、人はあまりいないが、上江津へ行く人は増える。
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庄口地区

特に意見なし

全体

利活用

●カフェや物販店が公園内にあるのは良いと思う。

●江津湖でイベントを企画すると、お金を出してでも参加する人はいると思う。

●老朽化した照明灯の支柱は根元が腐って倒れる心配があるので、新しくする必要がある。また、電気代も安いので、ＬＥＤ化

にもする方がよい。

情報発信

●イベントの発信が足りていないと思う。実際にイベントに行った人から伝えるなど、広報戦略をもっと考えるべき。

●観光客からは、「街なかにこんな素晴らしいところがあるのは、うらやましい」と聞いた。

●熊本の人は当たり前のように感じているが、こんな近くにこんなに素晴らしい公園があることを知らない方も多いと思う。

●綺麗になれば観光客も増える。綺麗にして観光客へ江津湖のよさを伝えたい。

●他所から多くの方に来てもらい、江津湖の良さを知ってほしい。

●ネコへのえさやりなどのマナー問題がある。

健康

●これからは高齢社会への対応を考えていく必要がでてくるので、公園で自然にふれ心身ともに健康になり、かつ環境の保全にも

つながるようなことができるとよい。

●江津湖ウォーキングを開催し、Facebookに投稿している。午前中だけのイベントで皆さん気軽に参加でき、気分転換にもなり、

そこでコミュニケーションもうまれる。

●地元で健康ウォーキングと歴史まちづくりウォーキングの２つをやっている。

人的資源の連携

●江津湖に隣接する校区のつながりが必要。全校区でまとまって活動するのもいいのでは。

●市民清掃ボランティア活動を週一でやるなど、定期的な活動を行うことが大事である。

●継続的に江津湖を保全するには、ボランティアの養成が必要。

●担い手づくりのためにも学生などの若者にも検討に参画してもらうといい。

●地元を愛する人を１人でも多く育てたいと思っている。

●世代間の交流の場として江津湖を活用していきたい。

外来種対策

●外来魚を釣っても回収ボックスはどこにあるのか分からないし、条例がどういうものなのかも分からない人は多いと思う。

●外来魚においては回収ボックスやいけすに入れるだけではなく、食したりするなど他の何かしらの対策が必要

●在来種の保全と外来種の駆除が喫緊の課題。

●外来種の浮草の除去は、一気にやらないといけない。

●どれが外来種で、どれが在来種なのかを区別し、説明する施設があったらいいと思う。

●水草の除去が必要である。

●江津湖の魅力は“水”である。

●江津湖ではやはり自然を大事にしてほしい。

歴史・文化

●江津湖の成り立ちを皆に知らせることは大事である。

●現在、俳句など興味を持っている人も増えていると思うので、句碑に分かりやすい説明を加えて、ＰＲしていくべきである。案内

が大事。

●「文化と歴史の会」という３０名程度の会があり、出水南小学校の６年生に対して年に２日間現地で説明（地域の方が小

学生に）している。

計画について

●今すぐにできるものと将来やるべきこと、できることとできないことをはっきり分類することが大事である。

●できるものをひとつひとつ確実につぶしていき、分かりやすく、具体性があるものを示し、前に進んでいる形を知りたい。


